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基本目標４  あらゆる分野における女性の参画拡大
（女性活躍のさらなる推進）

基本目標３  誰もが活躍できる家庭・職場・地域の実現
（ワーク・ライフ・バランスの実現）

基本目標２  誰もが安心できる暮らしの実現
男女間の暴力根絶やハラスメント防止、ライフステージに応じた
健康支援、ひとり親世代や高齢単身者、外国人住民など困難に陥
りやすい人の自立を支援など

基本目標１  男女共同参画社会実現に向けた基盤の整備
幼少期における意識啓発や家庭・学校・地域等における意識改革、
人権の尊重、多様な性のあり方に対する理解など

審議会等の委員

経営者・管理職

正規雇用者

男性

男性自治会・市民活動
団体・PTA 等の役員

地域活動・
防災活動の
実質的担い手

地域

男性

ワーク・ライフ・
バランス
ワーク・ライフ・
バランス

ワーク・ライフ・
バランス
ワーク・ライフ・
バランス

女性 女性

男性

職場

家庭・地域・職場
からの孤立化

家庭・地域・職場
からの孤立化

男性

男性

女性

女性 女性

固
定
的
な
性
別
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割
分
担
意
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解
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基
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支
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救
済

教
育

啓
発

家庭

家庭から地域へ 家庭から職場へ
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基 本 目 標基 本 理 念

男女共同参画社会実現に向けた基盤の整備１

誰もが安心できる暮らしの実現2

誰もが活躍できる家庭・職場・地域の実現
（ワーク・ライフ・バランスの実現）
3

あらゆる分野における女性の参画拡大
（女性活躍のさらなる推進）
4
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基 本 施 策

⑴男女共同参画社会の実現に向けた
　意識改革

⑾女性の政策や方針決定過程への
　参画拡大【重点】

⑽防災における男女共同参画の推進

⑼地域社会における男女共同参画の推進

⑻職場における男女共同参画の推進

⑺家庭における男女共同参画の推進

⑹男性にとっての男女共同参画の推進

⑸様々な困難を抱える人が安心して
　暮らせる環境の整備

⑷生涯を通じた健康支援

⑶あらゆる暴力の根絶

⑵多様な価値観、人権と性を尊重する
　意識づくり

幼少期における意識啓発

家庭・学校・地域等における意識改革

男女共同参画に関する調査及び情報収集

人権の尊重

多様な性のあり方に対する理解

DV等の暴力の根絶

ハラスメント防止

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に
関する健康と権利）についての啓発

ライフステージに応じた健康支援

様々な困難を抱える人が安心して暮らせる
環境整備

男性にとっての男女共同参画の推進

多様なライフスタイルに応じた子育て支援

多様なライフスタイルに応じた介護支援

就業ニーズの実現に向けた取組

事業所の取り組み促進

事業所としての市役所の取り組み促進

地域社会における男女共同参画の推進

防災における男女共同参画の推進

市政、審議会等（行政分野）への女性の登用促進

女性の人材育成やキャリア形成

具 体 的 施 策
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0%

菊川市

県

国

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7.5% 27.5%

20.2%

28.5%

36.6%

36.0%

31.0%

23.2%

27.3%

26.4%

9.8%

12.2%
0.5%0.5%

4.4%4.4%

1.4%1.4%

2.3%2.3%

賛成である
どちらかといえば賛成である
どちらかといえば反対である
反対である
わからない
無回答

5.2%5.2%

「男は仕事、女は家庭」という考え方について
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そう思う
（満足）
5.0%

そう思わない
（不満）
5.1%

無回答
2.3%

どちらかと
いえば思う
52.1%

どちらかと
いえば
思わない
35.6%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男

女

その他

無回答

内容まで知っている 言葉を聞いたことがある 全く知らない 無回答

53.0%

52.6%

53.1%

35.1%

33.8%

36.2%

10.9% 1.1%1.1%

1.3%1.3%

0.5%0.5%

12.3%

10.1%

16.7%

100.0%

50.0% 33.3%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男

女

その他

暴力を受けたことがある

身近に暴力を受けた人がいる

暴力を受けた人から
相談されたことがある

身近にはいないが、
そうした話を聞いたことがある

テレビや新聞などで、問題に
なっていることを知っている

経験したり見聞きしたことはない

その他

無回答

4.9%4.9%
4.7%
2.4%2.4%

22.7%

21.1%

23.4%

49.8%

52.8%

48.6%

13.5%
0.4%0.4%

1.6%1.6%

2.0%2.0%

1.1%1.1%

0.5%0.5%

0.4%0.4%

15.1%

12.1%

5.0%
2.0%2.0%

2.5%2.5%
4.6%

1.5%1.5%

7.4%7.4%

100.0%

総計

男

女

その他

いやがらせを受けたことがある

身近にいやがらせを受けた人がいる

いやがらせを受けた人から
相談されたことがある

身近にはいないが、
そうした話を聞いたことがある

テレビや新聞などで、問題に
なっていることを知っている

経験したり見聞きしたことはない

その他

無回答

10.8%10.8%

8.7%8.7%

12.7%12.7%

5.0%5.0%

6.4%6.4%

4.0%4.0%

10.0%

9.6%

10.5%

18.9%

22.0%

16.4%

41.4%

38.5%

44.4%

11.4%

0.4%0.4%

0.5%0.5%

0.4%0.4%

11.5%

10.2%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.2%2.2%

2.8%2.8%

1.5%1.5%
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44.0%
43.5%
43.0%
42.5%
42.0%
41.5%
41.0%
40.5%
40.0%
39.5%

41.9%

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成元年度

特定健診受診率

41.1%

42.4% 42.4%

43.5%

22



15.0%

14.8%

14.6%

14.4%

14.2%

14.0%

13.8%

13.6%

13.4%

13.2%

13.0%

市の要介護・要支援認定率

14.8%

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

14.1%

14.3%

13.9% 13.9%

13.6%
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350

300

250

200

150

100

50

0
平成17年 平成27年平成22年

180

296

223

ひとり親世帯の世帯数の推移［人］

9.9% 10.7% 10.9%
11.1% 11.7%

13.0% 14.4%

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和2年 令和3年

16%

14%

12%

10%

8%

6%

4%

2%

0%

ひとり暮らし高齢者率
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菊川市の人口推移［人］
45,800
45,600
45,400
45,200
45,000
44,800
44,600
44,400
44,200
44,000
43,800

H17

日本人 外国人

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

理想

現実

主に妻 主に夫
その他 わからない 無回答

主に妻だが夫も分担 主に夫だが妻も分担夫と妻が同程度

16.8%

19.8%

45.9%

50.6%

0.8% 0.8%

2.2%2.2%

1.2%1.2%

2.2%2.2%

1.6%1.6%

3.3%

0.4%
1.2%

2.0%

28.0%

23.3%

家庭での役割分担に対する考え方について（食事づくり）
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仕事優先　　家庭生活優先　　プライベート優先　　地域活動優先　　仕事と家庭生活優先
仕事とプライベート優先　　仕事と地域活動優先　　家庭生活とプライベート優先　　家庭生活と地域活動優先
プライベートと地域活動優先　　仕事・家庭生活・プライベート・地域活動ともに優先　　無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17.4%12.8% 11.7% 0.3% 9.5% 1.4% 25.8% 2.2%
0.5%

14.9% 1.1%1.1%希望 2.4%2.4%

12.0%29.9% 3.5%
1.4%

24.5% 6.5% 4.9% 5.7% 3.3%
0.5%
4.6%3.3%3.3%現実

31



無回答
わからない
その他

地域交流の充実（高齢者や異年齢児との交流）
育児相談の実施や育児講座の開催

親同士の交流や仲間づくりの場や機会の提供

職場内の保育施設の充実
親の急病などの際の臨時的な保育サービスの普及

安全・安心な地域づくり
経済的基盤が脆弱な家庭の支援
出産休暇や育児休業制度の普及
子育て後の再就職等の支援

延長保育、乳児保育、病後児保育など多様な保育の充実
扶養手当、児童手当などの拡充

保育料・教育費など経済的負担の軽減

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200
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14.02 14.02 

79.54 79.54 
81.09 81.09 

74.66 74.66 
78.39 78.39 

83.07 83.07 
87.02 87.02 

84.12 84.12 80.05 80.05 

59.80 59.80 

43.08 43.08 

（％）

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

15～19歳 25～29歳 35～39歳 45～49歳 55～59歳 65～69歳
H27全国・女性H27静岡県・女性H27菊川市・女性

女性の年齢階級別労働力率
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長時間労働や残業
育児施設(保育園など)の不足
結婚・出産退職等の慣行

育児休暇が取得しにくいこと
育児休暇の制度が整っていないこと

賃金の男女格差
職場における人間関係

雇用形態にパートタイムや臨時雇いが多いこと
昇進・昇格における男女の格差
仕事の内容における男女の格差
介護休暇が取得しにくいこと

家族に反対されたり、協力が得られないこと
介護休暇の制度が整っていないこと

介護施設（特別養護老人ホーム等）の不足
女性自身の知識や技術不足

女性自身の就労意欲が低いこと
その他

わからない
無回答
特にない

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180
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